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要約

近年、厚底靴の再流行とともに、2019年の春夏及び秋冬のトレンドの中にも多く取り入れら

れている。近年の厚底靴は、昔に比べ改良されて軽く歩きやすくなったと言われているが、そ

の現状は明らかではない。そこで、最近の若者の厚底靴に関する着用実態とその意識について

探るため、女子大学生を対象にアンケート調査を実施した。

女子大学生の厚底靴の所持率は、1990年代も2010年代も半数以上であるが、靴の種類や着用

頻度については変化がみられた。厚底靴所持群は厚底靴に対して肯定的な意見を持っており、

非所持群は否定的な意見を強く持っていた。厚底靴所持群は、靴の見た目や衣服のファッション

性を重視する傾向にあり、怪我をしても、その厚底靴を履き続けていることが明らかになった。

厚底靴着用者は、衣服のファッション性にこだわりがあり、靴の見た目を気にする若者で

あった。厚底靴の購入に際しては、見た目のデザインだけでなく、歩行しやすさも考慮して選

択し、厚底靴着用時には危険性を十分に認識して歩行してほしい。
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1 ．はじめに

「お洒落は足元から」と言われるように、靴はファッションの重要なアイテムの一つである。

靴のトレンドも衣服と同様に様々な種類のものが市場に出回り、若い女性の間ではファッショ

ン性の高い靴が流行している。このような中で、2019年の春夏・秋冬のトレンドに厚底靴も取

り入れられ、再流行の兆しをみせた。

厚底靴は、1990年代に爆発的に流行し、街を歩く若い女性の多くが着用していた。その頃の

厚底靴は重く怪我も多発しており、その危険性については様々な報告1，2，3）がある。森ら4）は、

厚底靴の着用により正常な歩行が妨げられ歩行速度が低下するとともに、すり足傾向の歩行に

なることを報告している。国民生活センター 5）も注意情報やリーフレット等で注意喚起して

いた。それに比べ近年の厚底靴は、改良されて軽く歩きやすくなったと言われているが、その

使用実態は明らかではない。

そこで、若者の厚底靴に関する現状を探るため、女子大学生を対象に厚底靴着用の実態とそ

の意識についてアンケート調査を実施した。また、前回の流行当時の厚底靴に対する意識と違

いがあるのかを確かめるため、山田ら6）が実施した1990年代の厚底靴に関するアンケート調査

の結果との相違についても検討した。

2 ．調査方法

調査は、愛知県内のK大学に通う18～21歳の女子大学生を対象に、集合調査による質問紙法

により行った。調査は、2013年と2014年の 2年にわたって実施し（以降、2010年代とする）、

初年度は272名、次年度は194名を対象とした。質問紙は、山田ら6）の行った調査を参考に作成

し、年代比較を行う項目については、山田らと同じ内容とした。質問項目は、厚底靴の所持に

関する項目、怪我の有無や種類、厚底靴に対する意識などであった。日常の生活意識との関係

を分析するため、靴全般、衣服全般に対する意識についても尋ねた。1990年代の実態調査は、

山田ら6）が1999年に関西の大学に通学する女子大生220名を対象に行ったアンケート調査の文

献値を引用した。なお、本研究では、山田ら6）と同様に、ソールが 3 cm以上のものを厚底靴

と定義した。解析には、SPSS Statistic 24を用いて行い、有意水準は 5％とした。

3 ．結果

3－1�．厚底靴の実態と意識の年代別比

較（1990年代と2010年代）

Fig.1に、厚底靴所持率の年代別比較

を示した。厚底靴を 1足以上所持してい

ると回答した者は、1990年代は54.4％、

2010年代は61.8％で、 1割弱であるが増

加していた。いずれの年代も厚底靴を半 Fig.1　所持率の年代別比較
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数以上の者が所持しているこ

とが分かった。

Fig.2に、厚底靴の着用頻

度の年代別比較を示した。ほ

ぼ毎日履くと回答した者は、

1990年代は24.2％であるのに

対し、2010年代は9.9％で半

数以下に減少した。それに対

し、2010年代では週に 1日や月に 2～ 3回着用している学生が1990年代に比べて倍増してお

り、着用頻度が減っていることが明らかになった。

Fig.2　着用頻度の年代別比較

Fig.3　厚底靴の種類の年代別比較（所持者）

Table 1　厚底靴を履く理由と履かない理由の年代別比較
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所持している厚底靴の種類について、1990年代は厚底ヒールブーツ（22.4％）が最も多く、

次いで、厚底サンダル（16.2％）、厚底ヒール無しサンダル（15.8％）が多かった。しかし、

2010年代には、厚底サンダルは7.4％と半数以下に減少した。2010年代に所持数が増えたのは、

厚底スニーカーと厚底ヒールローファー・厚底ヒールパンプスで、厚底スニーカーは1990年代

の約 4倍であった（Fig.3）。

Table 1 に、厚底靴を履く理由（所持者）と履かない理由（非所持者）についての複数回答

の結果を示した。厚底靴を履く理由は、いずれの年代でも「服に合う」、「スタイルが良く見え

る」、「背が高く見える」、「かわいいから」など外観を重視する項目が上位を占めていた。2010

年代には、履く理由として「かっこいいから」、「履きやすいから」と回答した者が半数近くに

増加した。厚底靴を履かない理由は、「好みでない」、「歩きにくそう」、「転びそう」がいずれ

の年代も上位を占めており、厚底靴非所持者は個人嗜好や機能性について重視していることが

うかがえた。また、1990年代は「かっこ悪い」が多かったが2010年代には減り、むしろ「似合

わない」との回答が増加しており、年代により意識が変化したことがわかる。

3－2．厚底靴所持者の実態（2010年代）

厚底靴の所持者288名に対する厚底靴の所持数をFig.4に示した。 2～ 3足所有しているが最

も多く、約半数を占めていた。 3割が 1足は所持しており、10足以上所持している者が 5％近

くいた。

厚底靴着用時の怪我の有無をFig.5に示した。厚底靴を履いていて怪我をした経験があると

回答したものは22.3％で、着用者の約 4分の 1近くの者が怪我を経験していた。怪我の内訳を

みると、すり傷が最も多く約半数を占め、捻挫が 3割を超えていた（Fig.6）。打撲などの症状

も確認された。

Fig.7に、怪我をした時に履いていた靴の種類について示した。厚底ヒールローファー・パ

ンプスが38.6％と一番多く、次いで、厚底ヒールサンダルであった。

Fig.8に、怪我をした場所を示した。怪我をした場所は、階段が最も多く32.6％であった。

Fig.4　厚底靴の所持数（所持者） Fig.5　厚底靴着用時の怪我の有無（所持者）
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Fig.9　怪我をした後の対応（怪我の経験者）

Fig.8　怪我をした場所（怪我の経験者）

Fig.6　怪我の種類（怪我の経験者） Fig.7　怪我をした時の靴種（怪我の経験者）

Fig.10　厚底靴に対する意識
　　　　（所持群と非所持群の比較）
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平坦な道でも23.9％の者が怪我をしていることが明らかとなった。次いで、坂道、ジャリ

道、点字ブロックの順であった。

Fig.9に、怪我をした後の対応について示した。怪我をした後、厚底靴をすぐに履くのをや

めたと回答したものは12.0％で、 5割以上の人が怪我をしてもそのまま厚底靴を履き続けてい

ると回答した。

3－3．厚底靴に対する意識の比較（所持群と非所持群）

厚底靴を 1足以上

持っていると回答した

群を「所持群」、持っ

ていないと回答した群

を「非所持群」とし、

所持群と非所持群の意

識の違いについて検討

した。

厚底靴に対する意識

をFig.10に示した。「ス

タイルが良く見える」

や「かっこいい」、「お

しゃれだ」、「ファッ

ショナブルだ」といっ

た肯定的な項目につい

ては、所持群の方が非

所持群よりも意識が強

く、有意な差が認めら

れた。逆に、否定的な

項目については、非所

持群の方がそう思うと

回答した割合が高く、

「靴が重そう」、「歩き

にくそう」では有意な

差が認められた。

Fig.11　靴全般に対する意識（所持群と非所持群の比較）
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3－4　靴・衣服に対する意識の比較（所持群と非所持群）

Fig.11に、靴全般

に対する意識につい

て示した。「流行し

ている色・柄・デザ

インがよい」や「お

しゃれに見えればよ

い」、「有名ブランド

靴であるかが気にな

る」など、見た目に

関する項目は、所持

群の方が有意にあて

はまる側の回答をし

ていた。「足が痛く

ならない」や「見た

目より足に合ってい

るか」、「転ばない安

全な靴がよい」と

いった安全性に関す

る項目については、

非所持群の方が、あ

てはまる側の回答を

していた。

Fig.12に、衣服全

般に対する意識につ

いて示した。「流行

についてよく知って

いる」や「流行して

いる服を着る」などファッション性に関する項目については、厚底靴所持群の方があてはまる

側の回答をしており、有意な差が認められた。「機能性」や「吸湿性」、「保温性・通気性」、「動

きやすさ」など機能性に関する項目については、非所持群の方があてはまる側の回答をしてお

り、機能性を重視している傾向にあった。価格に関しては、非所持群の方が所持群よりも価格

の安さを求める傾向にあった。

靴全般に対する意識と衣服全般に対する意識について、主因子法を用いて因子分析（バリ

マックス回転）を行った結果を、Table 2 に示した。靴に対する意識については、 4つの因子

Fig.12　衣服全般に対する意識（所持群と非所持群の比較）
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が抽出された。おしゃれな靴を履きたいやおしゃれに見えればいいといった項目から第一因子

として「見た目」、通販での抵抗感がなく、試着は念入りには行わないなど第二因子として「無

頓着」、長く履けるデザインや素材や作りの丈夫さといった項目から「機能性」、足が痛くなら

ないや歩きやすいという項目から「安全性」の因子とした。衣服に対する意識についても4つ

の因子が抽出され、第一因子として、ファッションや流行といった項目から「ファッション

性」、第二因子として、その場にあった服装やふさわしい服装といった項目から「ＴＰＯ」、衣

服の機能性や吸湿性・保温性などの「機能性」、高ければ買わないやスーパーで買うなどから

「価格の安さ」とした。

4 ．考察

靴全般に対する意識と衣服全般に対する意識を厚底靴所持群と非所持群で比較したところ、

いくつかの項目について有意な差が認められ、厚底靴の所持と日常の生活意識は関連している

ことがわかった。因子分析から抽出された因子に関して、厚底靴所持群と非所持群それぞれの

因子得点の平均値のチャート図をFig.13に示す。ａ）の靴全般に対する意識において、所持群

は、靴の見た目は重視するが、靴購入に関しては無頓着であり、非所持群は靴の機能性、安全

性を重視する傾向にあることがわかった。ｂ）の衣服全般に対する意識では、所持群は、衣服

のファッション性を重視しており、非所持群との間に有意差が認められた（P<0.01）。非所持

Table 2　靴全般および衣服全般に対する意識の因子分析結果

ａ）靴全般に対する意識　　 ｂ）衣服全般に対する意識
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群は、衣服の機能性を重視しており、衣服にはお金を掛けない傾向にあった。厚底靴を履いて

いる所持群は、衣服のファッション性にこだわりがあり、靴の見た目を気にする集団であっ

た。非所持群は、ファッションにお金を掛けず、衣服や靴の機能性を重視し、厚底靴を履かな

い集団であることが明らかになった。

厚底靴の実態を調査し、1990年代との違いを検討したところ、いずれの年代でも半数以上の

若者が厚底靴を所持しており、最近の方がわずかながら所持率は増加していることが確かめら

れた（Fig.1）。所持している厚底靴の種類については、年代による相違がみられた。前回の流

行時（1990年代）は、厚底ヒールブーツや厚底サンダルが多かったのに対し、最近は、厚底ス

ニーカーが顕著に増加した（Fig.3）。ファッションのカジュアル化により、デザイン性の高い

スニーカーが増えたことが要因であると考えられる。一方、着用頻度にも変化がみられ、1990

年代に比べて、毎日着用する人が減り、たまに履く人が増えた（Fig.2）。前回の流行時は、流

行を牽引している層が厚底靴を所有し、ほぼ毎日着用していたと考えられる。それに対し、最

近は厚底靴をたまにしか履かない層も、ファッションの一つとして所持することで所持率が増

加し、その結果、着用頻度が低下したと推察される。また、最近のファッションは多様化し、

さまざまなデザインのものが販売されており、若者は、種類の多いトレンド靴を所有し、それ

らを履きまわしていると考えられる。

厚底靴を履く理由について、1990年代には 1割ほどであった「かっこいいから」、「履きやす

いから」の回答が2010年代は 5割ほどに増加し、履かない理由で「かっこ悪い」が減り、厚底

靴に対する意識に年代による変化がみられた（Table 1 ）。また、最近の厚底靴所持者は厚底

靴に対して肯定的で、厚底靴に対する意識においては「かっこいい」、「おしゃれだ」という意

識が高かった（Fig.10）。厚底靴の機能性やデザイン性が改良され、見た目もよく、歩きやす

くなったことがその要因であると推測される。

厚底靴所持者の着用実態として、着用者の約 4分の 1近くの者が怪我をした経験があり、そ

の怪我も軽度なすり傷が約半数ではあったが、捻挫や打撲といった中程度の怪我も多くみられ

Fig.13　靴および衣服全般に対する意識の因子得点（所持群と非所持群の比較）

ａ）靴全般に対する意識 ｂ）衣服全般に対する意識
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た（Fig.5，6）。国民生活センター 5）は、1999年に厚底靴着用により脱臼・捻挫や骨折を起こ

しやすくなると注意喚起をしており、近年では骨折まではないものの注意が必要であると言え

る。怪我をした場所も、階段やジャリ道などは推測できるが、平坦な道でもかなりの人が怪我

をしており（Fig.8）、片瀬ら3）や森ら4）が述べているように、厚底靴ではすり足や不安定な歩

行姿勢になるため、平坦な道でも転倒の可能性が高いものと推察される。著者らの研究におい

ても、厚底靴は、スニーカーに比較すると不安定なため、上半身への負担も大きく、バランス

の悪い歩行姿勢になっていることが確かめられた7）。怪我をした後、すぐに着用を止めた者は

12％にとどまり（Fig.9）、半数以上の者が履き続けていることは驚きであるが、いずれの靴種

においても怪我をする危険性は示唆されており（Fig.7）、危険性の高い厚底靴を履き続けるこ

とに対し、警鐘を鳴らす必要があると思われる。

厚底靴着用者は、衣服のファッション性にこだわりがあり、靴の見た目を気にする若者であ

ることから、厚底靴の危険性を認識しながらも、ファッション性を優先して履き続けていると

いう実態が明らかとなった。厚底靴の購入に際しては、見た目のデザインだけでなく、歩行し

やすさも考慮して選択してほしい。また、厚底靴着用時の歩行には十分に注意をする必要があ

ることを認識した上でファッションを楽しむことを提案する。

5 ．まとめ

近年の厚底靴に対する女子大学生の実態及びその意識について調査した結果、以下のことが

明らかとなった。

①�　女子大学生の厚底靴の所持率は、1990年代も2010年代も半数以上であるが、靴の種類や着

用頻度については変化がみられた。

②�　厚底靴所持群は厚底靴に対して肯定的な意見を持っており、非所持群は否定的な意見を強

く持っていることがわかった。

③�　厚底靴所持群は、怪我をした経験があっても厚底靴を履き続けており、靴の見た目や衣服

のファッションに対して強く意識していることがわかった。

以上より、厚底靴着用者は、衣服のファッション性にこだわりがあり、靴の見た目を気にす

る若者であることから、厚底靴の購入に際しては、見た目のデザインだけでなく、歩行しやす

さも考慮して選択し、厚底靴着用時には危険性を十分に認識して歩行してほしい。
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